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研
究
ノ
ー
ト

世
界
価
値
観
調
査
か
ら
見
る
日
本
人
の
宗
教
観
に
つ
い
て

小

　
林

　
康

　
洋

一
、
は
じ
め
に

　

平
成
二
七
年
の
研
究
ノ
ー
ト
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
宗
教＊
１」

の
な
か
で
、
国
際
比
較
調
査
か
ら
見
た
日
本
の
宗
教
団
体
の
信
頼

度
を
示
す
指
標
と
し
て
、
世
界
価
値
観
調
査＊
２

の
デ
ー
タ
（
二
〇
一
〇
期
）
を
引
用
し
た
の
だ
が
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
団
体
の
信
頼
度
は

想
像
以
上
に
低
い
数
値
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
各
国
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
の
抽
出
方
法
が
同
一
で
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
意
見

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
む
し
ろ
、
何
か
日
本
人
の
特
殊
性
の
如
き
も
の
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。
国
際

比
較
の
視
座
か
ら
の
「
調
査
報
告
書
」
と
い
え
る
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
人
の
考
え
方　

世
界
の
人
の
考
え
方
─
世
界
価
値

観
調
査
か
ら
見
え
る
も
の
─
」（
池
田
謙
一
編
著　

勁
草
書
房
、
二
〇
一
六
年
）。
そ
こ
で
、
こ
の
文
献
に
よ
り
な
が
ら
、
時
系
列
デ
ー
タ

及
び
当
該
調
査
に
あ
た
り
、
宗
教
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
設
問
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
日
本
人
の
持
つ
宗
教
観
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
日
本
世
論
調
査
会
報
「
世
界
価
値
観
調
査
」
の
方
法
論
的
な
諸
問
題
─
実
査
の
方
法
、
質
問
と
回
答
の
形
式
・
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

調
査
票
の
翻
訳
─
（
真
鍋
一
史　

二
〇
一
七
年
）
に
よ
り
、
調
査
そ
の
も
の
の
問
題
点
も
確
認
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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二
、
世
界
価
値
観
調
査
か
ら
見
る
宗
教
観

　

二
─
一　

国
際
比
較
調
査
か
ら
見
た
日
本
に
お
け
る
宗
教
団
体
の
信
頼
度
の
推
移

　

ま
ず
、
二
〇
一
〇
期
世
界
価
値
観
調
査
及
び
欧
州
価
値
観
調
査
に
お
け
る
デ
ー
タ
で
は
、
宗
教
団
体
の
信
頼
度
に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ

ア
、
ロ
シ
ア
で
六
〇
％
台
、
米
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
五
〇
％
台
、
フ
ラ
ン
ス
が
四
〇
％
台
、
英
国
、
ド
イ
ツ
で
三
〇
％
台
、
日
本
に
お

い
て
は
一
〇
％
未
満
と
、
欧
州
の
な
か
で
比
較
的
低
い
英
国
、
ド
イ
ツ
の
三
〇
％
台
を
遙
か
に
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
と
の
比
較

に
お
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
九
〇
％
と
突
出
し
て
お
り
、
続
い
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
七
〇
％
台
、
台
湾
六

〇
％
台
、
韓
国
五
〇
％
台
、
政
治
体
制
と
し
て
特
殊
な
事
情
を
含
む
と
さ
れ
る
中
国
の
一
〇
％
台
よ
り
も
日
本
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

日
本
に
お
け
る
組
織
・
制
度
に
お
け
る
信
頼
度
の
推
移
、
図
一
（
ク
ロ
ス
集
計
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
調
査
対
象
と
な
る
組
織
・
制
度

の
な
か
で
「
宗
教
団
体
」
が
最
下
位
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
た
、
時
系
列
結
果
に
つ
い
て
は
、
宗
教
団
体
の
信
頼
度
は
一

九
九
五
年
の
一
二
・
五
％
か
ら
減
少
し
、
二
〇
〇
〇
年
で
は
一
〇
％
を
下
回
り
、
九
・
〇
％
、
二
〇
〇
五
年
に
は
八
・
三
％
、
二
〇
一
〇

年
に
至
っ
て
は
、
七
・
九
％
と
推
移
し
て
い
る
。

　

二
─
二　

国
際
比
較
か
ら
見
る
日
本
人
の
宗
教
生
活
の
特
徴

　
「
日
本
人
の
考
え
方　

世
界
の
人
の
考
え
方
」
─
世
界
価
値
観
調
査
か
ら
見
え
る
も
の
─
よ
り

一
・
三　
「
世
界
価
値
観
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
・
意
義
」
で
山
崎
聖
子＊
３

は
文
化
、
価
値
観
の
多
様
性
と
宗
教
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

言
及
し
て
い
る
。（
二
八
〜
二
九
頁
）

　

世
界
価
値
観
調
査
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
人
び
と
の
宗
教
観
に
つ
い
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
大
き
く
二
つ
の
次
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宗
教
団
体

1995年
71.6％

76.3％
59.5％

68.1％
32.2％

46.5％
56.6％

35.0％
39.7％

31.8％
37.0％

30.0％
24.2％

17.2％
12.5％

2000年
70.2％

48.1％
61.5％

65.1％
25.3％

46.4％
50.0％

29.4％
33.5％

32.2％
36.6％

25.4％
19.7％

16.5％
9.0％

2005年
72.5％

65.1％
69.9％

67.4％
36.2％

52.2％
50.1％

30.2％
30.4％

36.2％
32.5％

29.1％
21.4％

16.8％
8.3％

2010年
70.6％

68.2％
67.1％

66.6％
43.4％

42.0％
33.7％

31.8％
28.5％

26.6％
25.1％

24.3％
19.8％

14.8％
7.9％

図
１
：
組
織
・
制
度
へ
の
信
頼
度
の
推
移

（注）�　18歳以上男女1,000サンプル程度の回収を基本とした意識調査の結果である。数字は各組織・制度
に関し「非常に信頼する」と「やや信頼する」の回答率の計（分からない・無回答を含む合計に占
める）。各組織・制度は2010年降順。

（資料）　World�Values�Survey�HP（2014.5.14）（2010年11月〜12月調査の結果）
　　　　電通総研「世界価値観調査2005」国内結果レポート（2005年７月調査の結果）
　　　　電通総研・日本リサーチセンター編「世界60カ国価値観データブック」（200年７月調査の結果）
　　　　電通総研・余暇開発センター「世界23カ国価値観データブック」（1995年11月調査の結果）
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元
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
は
、
宗
教
的
な
活
動
に
ど
の
程
度
参
加
し
て
い
る
か
、
宗
教
的
信
条
を
ど
の
程
度
重
視
し
て
い
る
か
と
い
っ
た

日
常
生
活
の
側
面
で
あ
り
、
第
二
は
、
政
府
の
決
定
や
人
々
の
投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
そ
う
な
宗
教
的
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
容
認
す
る

か
否
か
と
い
っ
た
、
政
治
・
社
会
生
活
の
側
面
で
あ
る
。
一
般
的
に
脱
宗
教
理
論
に
よ
れ
ば
、
近
代
化
し
、
生
活
の
レ
ベ
ル
が
上
昇
す
る

と
、
宗
教
へ
の
関
与
が
低
下
し
、
半
面
、
宗
教
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
対
し
て
懐
疑
的
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
一
方
最
近
の
研
究
で
は
、
逆
に
近
代
化
は
文
化
の
多
様
性
を
も
た
ら
し
、
多
様
性
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
へ
の
関
与

も
増
大
し
、
宗
教
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ
い
て
も
、
肯
定
的
に
な
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
代

化
は
宗
教
に
対
し
て
、
一
方
で
は
衰
退
を
そ
し
て
一
方
で
は
成
長
を
も
た
ら
す
と
い
う
ま
っ
た
く
逆
の
作
用
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
の
だ
。

…
…

　

世
界
価
値
観
調
査
で
は
、
こ
の
真
逆
の
二
つ
の
仮
説
を
と
も
に
支
持
す
る
結
果
を
示
し
た
。
つ
ま
り
近
代
化
に
よ
る
一
面
─
生
活
の

安
全
レ
ベ
ル
の
上
昇
─
は
宗
教
の
成
長
を
促
す
一
方
で
、
近
代
化
に
よ
る
も
う
一
つ
の
側
面
─
文
化
の
多
様
性
レ
ベ
ル
の
上
昇
─

宗
教
の
衰
退
を
促
す
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
に
関
す
る
将
来
変
化
を
論
じ
る
場
合
、
一
方
的
モ
デ
ル
で
の
み
語
る
こ
と
は
避
け

る
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
。「
宗
教
の
復
帰
」
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
こ
と
は
「
宗
教
の
消
滅
」
と
い
う
将
来
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
こ
と

と
同
様
に
困
難
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
・
三
「
宗
教
に
関
す
る
意
識
」（
八
一
〜
九
二
頁
）
で
前
田
幸
男＊
４

は
（
一
）
宗
教
と
宗
教
観
の
国
際
比
較
、（
二
）
日
本
人

の
生
活
と
宗
教
と
分
け
て
分
析
し
て
い
る
。

　
（
一
）
宗
教
と
宗
教
観
の
国
際
比
較

　

共
産
党
が
政
権
を
維
持
し
て
い
る
中
国
を
除
け
ば
、
無
宗
教
の
割
合
が
多
い
の
は
、
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
（
六
三
・
六
％
）、
ド
イ
ツ

（
四
五
・
九
％
）、
韓
国
（
四
〇
・
八
％
）、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
三
〇
・
四
％
）
等
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
あ
る
。
日
本
は
宗
教
を
持
た
な
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い
人
の
割
合
が
五
三
・
三
％
と
多
い
も
の
の
、
信
仰
す
る
宗
教
と
し
て
は
仏
教
を
上
げ
る
人
の
割
合
が
三
五
・
六
％
と
、
タ
イ
に
次
い
で

二
番
目
に
仏
教
徒
が
多
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

宗
教
の
有
無
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
信
心
の
度
合
い
に
つ
い
て
…
…
世
界
価
値
観
調
査
で
は
、「
宗
教
的
な
儀
礼
に
出
席
し
て
い
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
あ
な
た
は
ご
自
分
を
信
心
深
い
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
か
」
と
尋
ね
て
い
る
。
…
…

「
信
心
深
い
」
割
合
が
低
い
の
は
中
国
だ
が
、
日
本
は
二
番
目
に
低
い
。
仏
教
徒
の
割
合
が
九
六
％
の
タ
イ
で
も
「
信
心
深
い
」
人
の
割

合
は
三
二
・
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
一
方
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
東
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
に
至
る
地
域
で
は
「
信
心
深
い
」
人
の
割
合
が

多
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
も
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
よ
う
に
「
信
心
深
い
」
人
の
割
合
が
三
〇
％
を
切
る
国
が
あ
る
一
方
で
、

東
欧
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
南
米
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
よ
う
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
が
多
い
国
で
は
「
信
心
深
い
」
と
答
え
る
人
の
割
合
が
八
〇
％
を
超

え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、「
信
心
深
さ
」
の
傾
向
を
特
定
の
宗
教
や
文
化
と
単
純
に
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ

る
。

　

世
界
価
値
観
調
査
で
は
宗
教
に
関
す
る
二
つ
の
立
場
を
対
比
し
た
上
で
、
そ
の
ど
ち
ら
が
回
答
者
の
考
え
に
近
い
か
を
尋
ね
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
一
つ
目
は
、「
宗
教
の
基
本
的
意
義
と
は
、
宗
教
的
戒
律
や
儀
式
に
従
う
こ
と
で
あ
る
」
と
「
宗
教
の
基
本
的
意
義
と
は
、

他
人
の
た
め
に
善
行
を
あ
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
対
比
で
あ
る
。
…
…
行
為
と
し
て
の
宗
教
（
善
行
）
と
儀
式
と
し
て
の
宗
教
の
ど

ち
ら
を
重
視
す
る
か
に
つ
い
て
は
国
に
よ
る
違
い
が
大
き
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
い
国
で
は
儀
式
や
戒
律
を
中
心

に
宗
教
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
他
人
へ
の
善
行
を
中
心
に
理
解
す
る
人
が
八
割
を
超
え
る
国
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
八
九
・
二

％
）、
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
八
六
・
五
一
％
）
台
湾
（
八
四
・
一
％
）、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
（
八
三
・
〇
％
）
等
で
あ
り
、
何
か
共
通
す
る
特
徴
が

あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
…
…
帰
依
し
て
い
る
宗
教
と
宗
教
観
と
の
関
係
は
ハ
ッ
キ
リ
と
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
の
回
答

に
特
徴
的
な
の
は
、
や
は
り
、「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
で
あ
る
。（
四
八
・
六
％
）
し
た
が
っ
て
、
宗
教
と

は
、「
戒
律
や
儀
式
に
従
う
こ
と
」（
一
五
・
六
％
）
と
考
え
る
人
の
割
合
も
「
他
人
の
た
め
に
善
行
を
す
る
こ
と
」（
三
五
・
八
％
）
と
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考
え
る
人
の
割
合
も
、
他
国
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。

　

実
は
、
同
様
の
指
摘
は
も
う
一
つ
の
対
比
に
つ
い
て
も
成
り
立
つ
。
…
…
宗
教
の
基
本
的
意
義
は
、「
死
後
を
意
味
の
あ
る
も
の
に
す

る
こ
と
」
な
の
か
、「
現
世
を
意
味
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
」
な
の
か
を
二
者
択
一
で
尋
ね
て
い
る
。
宗
教
を
死
後
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
る
国
を
見
る
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
、
モ
ロ
ッ
コ
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
九
九
％
を
し
め
る
国
…
…
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
（
キ

リ
ス
ト
教
五
〇
％
、
イ
ス
ラ
ム
教
三
八
％
）
や
ガ
ー
ナ
（
キ
リ
ス
ト
教
七
九
・
三
％
）
で
も
宗
教
を
現
世
よ
り
も
死
後
の
問
題
と
考
え
る

人
は
多
い
。
宗
教
を
死
後
の
世
界
の
問
題
と
考
え
る
の
は
、
宗
教
と
い
う
よ
り
は
地
域
の
違
い
の
よ
う
で
、
基
本
的
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
、

中
東
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
に
至
る
国
々
が
宗
教
を
死
後
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
傾
向
が
強
い
。
宗
教
を
現
世
の
問
題
と
考
え
る
国
が
多

い
国
に
は
、
メ
キ
シ
コ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
八
割
を
超
え
る
国
か
ら
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
二
八
・
三
％
、
イ

ス
ラ
ム
教
五
一
・
一
％
の
国
も
あ
る
と
同
時
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
北
欧
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
あ
り
、
共
通
の
特
徴
が
あ
る

よ
う
に
は
思
え
な
い
。
日
本
の
特
徴
は
こ
の
対
比
で
も
、「
わ
か
ら
な
い
」
の
割
合
が
四
二
・
六
％
と
多
い
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
の
基
本

的
意
義
を
「
死
後
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
」
と
答
え
る
人
は
九
・
七
％
で
二
番
目
に
少
な
い
。
宗
教
の
意
味
を
現
世
に
見
い
だ
す

人
の
割
合
は
四
七
・
七
％
（
五
七
か
国
中
で
多
い
方
か
ら
四
三
番
目
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
日
本
人
は
宗
教
に
つ
い
て
一
定
の
考
え
を

持
つ
よ
り
は
、
曖
昧
な
立
場
に
始
終
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
（
二
）
日
本
人
の
生
活
と
宗
教

　

日
本
人
で
宗
教
を
持
っ
て
い
な
い
と
答
え
た
人
は
五
三
・
三
％
に
な
る
が
、
で
は
、
日
本
人
の
中
で
宗
教
を
も
っ
て
い
な
い
の
は
誰
な

の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
日
本
で
宗
教
の
有
無
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
年
齢
と
婚
姻
で
あ
る
。
宗
教
を
持
っ
て
い
な
い

人
の
割
合
は
、
一
番
若
い
一
八
〜
三
九
歳
の
グ
ル
ー
プ
で
は
六
八
・
六
％
で
あ
る
が
、
四
〇
か
ら
五
九
歳
で
は
五
三
・
五
％
、
そ
し
て
、

六
〇
歳
以
上
で
は
四
〇
・
五
％
と
減
少
し
て
い
く
。
そ
の
一
方
、
宗
教
は
仏
教
で
あ
る
と
答
え
る
人
の
割
合
は
、
二
〇
・
八
％
〜
三
五
・
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〇
％
、
そ
し
て
五
〇
・
九
％
と
増
加
す
る
。
…
…
も
し
、
時
代
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
人
が
歳
を
重
ね
る
と
共
に
宗
教
的
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
加
齢
の
影
響
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
婚
姻
状
態
に
よ
っ
て
、
宗
教
の
有
無
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。
…
…
独
身
で
宗
教
を
持
た
な
い
割
合
は
六
六
・
八
％
で
、
一
度
結
婚

を
経
て
離
婚
・
別
居
し
た
人
の
割
合
は
、
六
四
・
八
％
に
な
る
。
そ
れ
が
、
既
婚
者
で
は
四
九
・
八
％
に
減
少
し
、
さ
ら
に
死
別
を
す
る

と
三
六
・
八
％
に
ま
で
落
ち
込
む
。
一
方
、
宗
教
は
仏
教
で
あ
る
と
答
え
る
人
の
割
合
は
、
独
身
と
離
婚
・
別
居
が
そ
れ
ぞ
れ
二
一
・
五

％
、
二
六
・
一
％
な
の
に
対
し
て
、
既
婚
者
で
四
〇
・
八
％
、
死
別
で
五
〇
・
四
％
と
増
加
す
る
。
年
齢
に
よ
る
宗
教
の
違
い
の
背
景
に

は
、
婚
姻
を
通
じ
た
家
族
形
成
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
で
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
人
の
割
合
は
少
な
い

の
で
、
無
宗
教
か
ら
転
じ
る
場
合
に
選
択
さ
れ
る
の
は
圧
倒
的
に
仏
教
で
あ
る
。
若
い
頃
は
宗
教
を
「
持
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
る
人
も

生
ま
れ
育
っ
た
家
庭
あ
る
い
は
親
族
の
間
で
は
、
葬
儀
や
先
祖
の
供
養
は
仏
式
で
行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
子
ど
も
の
頃
や
独
身
時
代
は
、

家
庭
の
冠
婚
葬
祭
に
も
周
辺
的
に
か
か
わ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
が
、
結
婚
し
て
家
庭
を
持
ち
、
子
ど
も
を
授
か
っ
た
り
親
を
失
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
信
心
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
婚
姻
と
宗
教
の
結
び
つ
き
は
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
仏
事
、
具

体
的
に
は
親
あ
る
い
は
配
偶
者
の
死
を
通
じ
て
、
葬
儀
や
法
要
な
ど
、
宗
教
的
な
儀
式
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

既
婚
者
と
、
既
に
配
偶
者
を
失
っ
た
者
の
間
に
は
、
当
然
年
齢
差
が
あ
る
が
、
配
偶
者
を
失
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
仏
教
を
選
択
す
る
人
が

増
え
る
こ
と
が
、
家
族
形
成
の
サ
イ
ク
ル
と
宗
教
と
の
関
係
を
裏
書
き
し
て
い
る
。

　

世
界
価
値
観
調
査
で
宗
教
を
た
ず
ね
る
場
合
は
、「
あ
な
た
は
、
現
在
、
何
か
宗
教
を
お
持
ち
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
一
つ
だ
け
あ
げ

て
下
さ
い
。」
と
な
っ
て
い
る
が
、
質
問
の
対
象
と
し
て
は
、「
あ
な
た
」
す
な
わ
ち
回
答
者
個
人
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
が
個
人
の
宗
教

で
は
な
く
、「
家
」
あ
る
い
は
「
家
族
」
の
宗
教
を
た
ず
ね
て
い
た
ら
、
回
答
の
分
布
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
宗
教
を

持
っ
て
い
な
い
と
調
査
に
答
え
る
人
も
潜
在
的
に
は
、
家
族
の
関
係
を
通
じ
て
、
特
定
の
仏
教
宗
派
と
の
潜
在
的
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
人
の
無
宗
教
は
、
確
信
を
持
っ
た
無
神
論
と
い
う
よ
り
は
、
表
層
的
な
も
の
で
、
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多
く
の
人
は
潜
在
的
に
は
特
定
の
宗
派
へ
の
親
近
感
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
…
…
選
挙
に
た
と
え
る
と
、
確
信
を
も
っ
た
無
神
論
者
は
決

し
て
投
票
に
行
く
こ
と
が
な
く
政
治
に
背
を
向
け
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
自
分
は
無
宗
教
だ
と
考
え
て
い
る
日
本
人
の
多
く
は
、

潜
在
的
に
は
特
定
の
党
派
へ
親
近
感
を
抱
き
な
が
ら
も
、
世
論
調
査
の
質
問
に
対
し
て
は
「
政
党
支
持
な
し
」
を
選
ぶ
人
に
似
て
い
る
。

　

宗
教
は
な
い
と
答
え
る
日
本
人
が
、
実
は
宗
教
を
拒
絶
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
宗
教
的
な
営
み
に
参
加
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
冠
婚
葬
祭
は
別
と
し
て
、
あ
な
た
は
最
近
ど
の
程
度
教
会
に
行
っ
た
り
、
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
に

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
か
」
と
「
冠
婚
葬
祭
は
別
と
し
て
、
あ
な
た
は
ど
の
程
度
お
祈
り
を
し
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
に
対
す
る
回
答

…
…
宗
教
を
「
持
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
る
人
も
、
そ
の
六
％
が
月
一
回
以
上
お
寺
や
神
社
に
お
参
り
に
い
っ
て
お
り
、
ま
た
一
三
％
は

週
に
数
回
以
上
お
祈
り
を
し
て
い
る
。
…
…
宗
教
を
信
じ
て
い
な
い
と
言
葉
で
言
う
こ
と
と
、
実
際
の
行
動
と
は
、
別
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
無
宗
教
の
人
の
六
三
％
は
特
別
の
日
に
に
は
お
参
り
に
行
く
し
、
ま
た
、
行
事
が
あ
れ
ば
お
祈
り
を
し
て
い
る
。
や
は
り
宗
教
も

「
持
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
て
も
、
潜
在
的
に
は
宗
教
を
持
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
「
宗
教
的
な
儀
礼
に
出
席
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
あ
な
た
は
ご
自
分
を
信
心
深
い
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
そ

う
は
思
い
ま
せ
ん
か
。」
に
つ
い
て
、
宗
教
の
有
無
毎
の
分
布
を
見
て
み
よ
う
。
面
白
い
こ
と
に
、
宗
教
を
持
っ
て
い
な
い
人
の
一
三
％

は
自
分
自
身
を
信
心
深
い
と
考
え
て
い
る
。
宗
教
は
な
い
と
言
い
放
つ
人
で
も
、「
無
神
論
者
で
あ
る
」
と
断
言
す
る
の
は
、
そ
の
中
の

一
七
％
に
す
ぎ
な
い
。
半
数
以
上
の
五
三
％
は
、「
信
心
深
く
は
な
い
」
と
答
え
て
い
る
の
で
、
正
面
か
ら
宗
教
を
否
定
す
る
考
え
は
な

い
の
だ
ろ
う
。
…
…
日
本
人
が
社
会
調
査
で
無
宗
教
で
あ
る
と
答
え
る
と
し
て
も
、
潜
在
的
に
は
家
族
の
絆
や
先
祖
の
供
養
を
通
じ
た
宗

教
的
な
感
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
、「
世
界
価
値
観
調
査
」
の
方
法
論
的
な
諸
問
題
よ
り

　

真
鍋
一
史＊
５

は
、「
世
界
価
値
観
調
査
」
の
方
法
論
的
な
諸
問
題＊
６

の
な
か
で
、
前
述
の
「
日
本
の
回
答
に
特
徴
的
な
の
は
、
や
は
り
、『
わ
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か
ら
な
い
』
と
答
え
た
人
が
最
も
多
い
こ
と
で
あ
る
。」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
し
、
方
法
論
を
検
証
す
る
な
か
で
日
本
に
お

け
る
「
宗
教
意
識
」
の
諸
相
を
考
察
し
て
い
る
。

　
　

�「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
は
、
日
本
人
の
宗
教
に
対
す
る
「
曖
昧
な
立
場
」
を
表
す
も
の
と
し
「
解
釈
」
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
報
告
者
の
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
は
常
に
単
一
の
意
味
内
容
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ

に
は
複
数
の
意
味
内
容
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

と
し
て
、
次
の
①
〜
③
点
を
あ
げ
て
い
る
。

　

①�　
「
宗
教
」
に
つ
い
て
の
質
問
項
目
に
関
し
て
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
は
、「
知
識
・
情
報
・
理
解
力
の
不
足
」
と
は
全
く

逆
の
、
い
わ
ば
、「
深
い
思
索
」
の
結
果
と
い
う
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

②�　
「
宗
教
」
い
う
テ
ー
マ
に
限
ら
ず
、
よ
り
一
般
的
に
、
人
び
と
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、「
人
は
あ
る
事
項
に
つ
い
て
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
、
そ
の
事
項
に
つ
い
て
単
純
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
…
…
質
問
の
事
項
そ
の
も
の
が

知
識
・
情
報
・
理
解
力
の
不
足
の
た
め
に
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
次
元
と
、
知
識
・
情
報
・
理
解
力
が
あ
る
た
め
に
、
か
え
っ
て

そ
の
事
項
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
次
元
の
少
な
く
と
も
二
つ
の
次
元
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

③�　
“D

on’t　

K
now

”
も
“Can’t�Choose

”
も
い
ず
れ
も
日
本
語
の
調
査
票
で
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
…
…
こ

の
事
実
は
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
選
択
肢
の
カ
テ
ゴ
リ
ィ
が
、「
そ
の
よ
う
な
事
項
に
は
全
く
考
え
も
お
よ
ば
な
い
」
と
い
う
次
元

と
、「
そ
の
よ
う
な
事
項
の
二
分
法
的
な
判
断
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
い
う
意
味
の
次
元
の
、
二
つ
の
次
元
を
含

ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が
、
後
者
の
次
元
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
は
、「
社
会
測
定
論
」
の

立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、“off�scale

”
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
のscale

の
“m

iddle�point

”
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
の
％
の
国
際
比
較
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
調
査
に
お
け
る
各
国
ご
と
の
「
実
査
の
方
法
」
や
「
質
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問
へ
の
回
答
の
形
式
」
の
違
い
と
い
っ
た
方
法
論
的
な
諸
問
題
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
し
、
さ
ら
に
方
法
論
的
な
問
題
と
し
て
①
「
実
査
の
方
法
」
の
影
響
、
②
「
質
問
へ
の
回
答
の
形
式
」
の
影
響
、
③
「
質
問
項
目
欄
の

表
現
の
非
一
貫
性
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

①�　
「
実
査
の
方
法
」
の
影
響
…
…
宗
教
意
識
」
に
関
す
る
質
問
諸
項
目
も
「
留
置
」
の
形
で
、
し
た
が
っ
て
、「
自
記
式
」
で
、
そ
の

回
答
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
「
社
会
調
査
の
経
験
則
」
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

「
自
記
式
」
の
場
合
は
、「
面
接
法
」
に
く
ら
べ
て
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
の
％
が
高
く
な
る
と
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

②�　
「
質
問
へ
の
回
答
の
形
式
」
の
影
響
…
…
日
本
の
調
査
票
で
は
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が
該
当
し
な
い
場
合
を
除
く
、
す

べ
て
の
質
問
事
項
に
お
い
て
、「
わ
か
ら
な
い
」
の
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ィ
が

選
択
肢
に
あ
る
場
合
は
…
…
そ
れ
が
選
択
肢
に
「
な
い
」
場
合
と
く
ら
べ
て
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
の
％
は
高
く
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

③�　
「
質
問
項
目
欄
の
表
現
の
非
一
貫
性
」
の
影
響
…
…
「
問
四
三
あ
な
た
は
、
現
在
、
何
か
宗
教
を
お
持
ち
で
す
か
」
と
い
う
質
問

が
な
さ
れ
、
そ
の
選
択
肢
と
し
て
、「
〇　

持
っ
て
い
な
い
」「
一　

キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
ー
マ
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
）」「
二　

キ
リ
ス
ト
教

（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）」「
三　

キ
リ
ス
ト
教
（
そ
の
他
）」「
四　

ユ
ダ
ヤ
教
」「
五　

イ
ス
ラ
ム
教
」「
六　

ヒ
ン
ズ
ー
教
」「
七　

仏

教
」「
八　

そ
の
他
の
宗
教
（
具
体
的
に　
　
　
　
　

）」「
九　

わ
か
ら
な
い
」、
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
は
、「
神
道
」

が
独
立
し
た
選
択
肢
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
点
が
「
問
題
」
と
な
る
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
、
こ
の
質
問
に
つ
づ
く
、
次
の
質
問
で
、「
問
四
四
あ
な
た
は
最
近
ど
の
程
度
教
会
に
行
っ
た
り
、
お
寺
や
神
社
に
お
参
り

に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
問
四
四
で
は
、
明
ら
か
に
「
神
社
」
が
「
指
示
対
象
」

と
な
っ
て
い
る
。
…
…
問
四
三
と
問
四
四
と
は
そ
の
質
問
の
表
現
が
明
示
的
に
は
一
貫
し
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
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る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
四
三
の
回
答
形
式
か
ら
す
る
な
ら
ば
、「
自
分
の
宗
教
は
神
道
だ
と
思
っ
て
い
る
」
回
答
者
は
、
選

択
肢
の
「
八　

そ
の
他
の
宗
教
」
を
選
び
、「
具
体
的
に
」
に
続
く
（　
　

）
内
に
「
神
道
」
と
記
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
一
手
間
か
か
る
回
答
形
式
の
場
合
に
は
、
独
立
し
た
選
択
肢
と
し
て
「
神
道
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
く
ら
べ
て
、

ど
う
し
て
も
そ
の
回
答
の
％
は
低
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
世
界
価
値
観
調
査
の
方
法
論
的
な
問
題
の
所
在
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。（
真
鍋
、
二
〇
一
七
）

四
、
お
わ
り
に

　

世
界
価
値
観
調
査
（
二
〇
一
〇
期
）
デ
ー
タ
に
お
い
て
、
日
本
の
宗
教
団
体
の
信
頼
度
の
低
さ
に
驚
い
た
こ
と
が
本
稿
へ
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
私
自
身
、
当
初
は
「
宗
教
団
体
」
と
い
う
括
り
の
な
か
に
は
「
お
寺
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
偏
見
を

も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
等
で
作
り
出
さ
れ
た
悪
い
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に

我
々
寺
院
・
僧
侶
が
存
在
し
て
い
る
筈
だ
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
査
の
設
問
を
知
る
に
い
た
っ
て
は
、
宗
教
界
全

体
と
し
て
の
評
価
と
し
て
受
け
止
め
ざ
る
を
え
な
い
。

　

宗
教
の
基
本
的
意
義
に
つ
い
て
、
行
為
と
し
て
の
宗
教
（
善
行
）
と
儀
式
と
し
て
の
宗
教
の
ど
ち
ら
を
重
視
し
て
い
る
か
の
設
問
も
、

僧
侶
で
あ
る
自
身
も
「
ど
ち
ら
も
大
事
」
で
あ
る
と
言
う
だ
ろ
う
。
ま
し
て
、
回
答
す
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
果
た
し
て
自
分
の
属
す
る

宗
派
は
ど
ち
ら
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
か
、
答
え
を
出
す
の
に
苦
慮
す
る
だ
ろ
う
。
我
々
、
日
蓮
宗
教
師
は
「
生
死
即
涅
槃
」、「
娑
婆

即
寂
光
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
が
、「
現
世
」
と
「
死
後
」
を
完
全
に
分
離
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
死
後
を

意
味
あ
る
も
の
に
す
る
の
か
」、「
現
世
を
意
味
の
あ
る
こ
と
に
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
二
者
択
一
も
同
様
で
、「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と

い
う
意
味
で
の
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
が
な
さ
れ
、
こ
れ
も
ま
た
曖
昧
な
立
場
と
解
釈
さ
れ
て
も
致
し
方
な
い
。

　

社
会
現
象
と
し
て
、
人
口
減
少
、
生
涯
未
婚
率
の
増
加
や
、
火
葬
の
み
で
葬
儀
を
し
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
現
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状
で
は
、
と
て
も
楽
観
視
は
で
き
な
い
が
、
個
人
の
宗
教
で
は
な
く
、「
家
」、「
家
族
」
の
宗
教
と
し
て
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

な
か
で
、
葬
儀
、
法
要
を
通
じ
た
潜
在
的
な
宗
派
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
指
摘
だ
と
捉
え
る
。
菩
提
寺
を
持
た
な
い
家
で

葬
儀
が
出
た
場
合
、
誰
に
頼
む
の
か
、
後
に
墓
所
を
決
め
る
際
に
、
実
家
の
宗
派
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今

後
の
課
題
と
し
て
、
日
本
国
内
に
お
け
る
意
識
調
査
や
宗
教
行
動
に
つ
い
て
調
査
し
、
潜
在
的
な
つ
な
が
り
を
存
続
す
る
た
め
の
指
標
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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ル
と
宗
教
」
現
代
宗
教
研
究
（
49
）、383-396
、2015-03

、
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林

＊
２　

世
界
数
十
か
国
の
大
学
・
研
究
機
関
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、
共
通
の
調
査
票
で
各
国
国
民
の
意
識
を
調
べ
相
互
に
比
較
す
る
「
世
界

価
値
観
調
査
」
が
一
九
八
一
年
か
ら
、
又
一
九
九
〇
年
か
ら
五
年
毎
の
周
回
で
行
わ
れ
て
い
る
。
各
国
毎
に
全
国
の
十
八
歳
以
上
の
男
女
一
、

〇
〇
〇
サ
ン
プ
ル
程
度
の
回
収
を
基
本
と
し
た
個
人
単
位
の
調
査
で
あ
る
。
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